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日本の獣医学教育の歴史背景と問題点
－獣医学教育体制の推移

1949年

諸般の事情により，新制４年制大
学として獣医学教育開始（専門教
育は２年間）。

・日本学術会議が教育延長勧告1971年
1976年

・文部省 ６年制延長決定1978年
・2年修士積み上げ6年開始（再編整備は間に合わず）

1983年 ・6年一貫教育実施・4年制博士課程設置（東大、北大、私学）

教員・講座数かわらず。
国家試験18科目へ
の対応困難のまま

1987年 ・国公立協議会，再編案提出

1980年

1990年 ・緊急避難的処置として連合大学院設置

1971-1990 改善運動第Ⅰ期

・GHQから６年制勧告

・文部省再編整備指導するが，学部長懇談会再編反対により頓挫

教育時間数延長されるが，教員数
は変わらず，負担大幅増。充分な
実務・実習教育できないまま。

1986年 ・獣医学協議会，獣医学教育基準制定１８講座以上，７２名

下火

8-10講座，教員22-30名程度
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日本の獣医学教育の歴史背景と問題点

1997年

・日本学術会議が「我が国の獣医学教育の抜本的改革に関する提言」を公開2000年
・農林水産大臣が「獣医療を提供するための整備を図るための基本方針」公表

・各大学で５４名基準の再編運動展開。実現せず

72名以上の教官が望ましい。
準ずる基準として，当面18
名以上の教授を含む54名
程度の教官

2001年

農学部長会議決定の獣医学教育の
改善策の精神を基本に据え，自主
的・自発的に最大限努力すること

・大学基準協会，「獣医学教育に関する基準」改定

・第105回農学関係学部長会議で獣医学教育改善基本方針が承認

・文科省が国立大学における獣医学教育に関する協議会開催

最低基準は18講座・72名以上

独法化と供に自助努力が開始され，教育の整備は先送り

遠山プランによる機運上昇

1998 再編整備案検討の開始

－なぜ獣医学教育体制の推移

2004年 ・協議会結論公表

2003年

1997-2004 改善運動第Ⅱ期
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日本の獣医学教育の歴史背景と問題点

－第Ⅱ期（2004年）までのまとめ
• GHQ勧告を受けることができなかった

• 第Ⅰ期：1983年６年一環教育，1990年新制大学院設置の機会に講座・教員
の改善が伴わなかった。

• 第Ⅱ期：2001年遠山プランによる大学再編が頓挫し，獣医学再編も後退した。
農学部長会議による決議をうけ，文科省獣医学協議会の報告は，改革の必要性を
強く主張し，再編の必要性を認めながらも，法人化という現実論の波に埋もれた

獣医学科

評価
再編

• 第Ⅲ期での目標
第１段階：３６名体制の充実と大学間教育協力体制の確立
第２段階：５４名体制への整備。学生定員数の問題の解決

（例えば大学間の有機的協力体制）
第３段階：再編による７２名体制と学生定員６０～８０名へ。
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日本の獣医学教育の歴史背景と問題点

・文科省「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」
（第1ラウンド）が開始

2008年

2011年

・３６名の教員体制を目標に精力的な活動が行われた（足固めの第Ⅲ期）

・獣医学教育・モデル・コア・カリキュラムの策定と協力者会議
による意見とりまとめ

⇒ 改革工程５本柱提示により各論へと大きく舵を切る

－新たな展開への発展
2005-2011 改善運動第Ⅲ～Ⅳ期

2005年

・５本柱に沿った獣医学教育改善・充実具体策
の実施（第２ラウンド）

2012年～
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国際水準の獣医学教育の実施に向けた改革工程

教育体制 コアカリ 共用試験第三者評価 動物病院

獣医学教育の改善充実に関する調査研究協力者会議（文科省）2011年提示・2012年改訂
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2016年 尾崎博 全国大学獣医学関係代表者協議会資料8
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令和元年度版コアカリ（一部修正令和4年）
令和元年度版（改訂）獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの公開（2020年6月
22日）

令和元年度の改訂では、時代に即した獣医学教育内容を取り入れるとともに、実
習の到達目標を動物福祉へ配慮した内容へ修正しています。また、到達目標は
６年間で最低限教えなければならない事項に絞り込こみ、科目間の到達目標の
重複も可能な限り少なくしています。一方、共用試験の範囲は獣医学教育支援
機構を中心に検討するべきと判断し、本コアカリには共用試験の範囲を明示して
いません。今後は、この獣医学コアカリに沿って共通テキストが改訂され、各大
学のカリキュラムも変更されていくこととなります。この獣医学コアカリが学生へ
の教育に有効に活用され、獣医学教育の質向上と社会の要請に応える人材育
成に貢献できれば幸いです。
令和元年度版獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの取り扱い
平成24年度版獣医学コアカリと令和元年度版獣医学コアカリは，しばらくの間，

併用されることになります。しかし，今後，共通テキストは，令和元年度コアカリに
即して改訂されるとともに，各大学での教育内容も令和元年度版に則した内容へ，
漸次，移行していくことになります。最終的に，共用試験の出題範囲も令和元年
度版コアカリへと修正され事になります。

令和元年度版・獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの修正版公開（2022年4
月5日）
令和元年度版の公開から2年が経ちましたが、今回、スペルミスや記載の誤り、

到達目標の記載順や集約化など、指摘された事項を確認し、修正版として公開
することとなりました。今後も学生への教育に有効に活用していただければ幸い
です。
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医学教育モデル・コア・カリキュラム（2016年度版）
C-3-3) 生体と薬物
薬物・毒物の生体への作用について、個
体・細胞・分子のレベルにおける作用機序
と、生体と薬物分子との相互作用を理解し、
的確な薬物療法を行うための基本的な考え
方を学ぶ。
C-3-3)-(1) 薬理作用の基本
C-3-3)-(2) 薬物の動態
C-3-3)-(3) 薬物の評価

2016年度版 医学教育コアカリより（抜粋）

D-5 循環器系
D-5-4) 疾患
D-5-4)-(1) 心不全
③急性心不全と慢性心不全の診断と薬物
療法、非薬物療法（心臓リハビリテーション
を含む）を説明できる。

F-2 基本的診療知識
F-2-8) 薬物治療の基本原理
診療に必要な薬物治療の基本（薬理作用、
有害事象、投与時の注意事項）を学ぶ。
④各臓器系統に作用する薬の薬理作用、
適応、有害事象、投与時の注意事項を説明
できる。
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獣医学教育モデル・コア・カリキュラム

2016年 尾崎博 全国大学獣医学関係代表者協議会資料8

薬理学

呼吸循環器病学

（9）循環・呼吸系に作用する薬
1）心不全治療薬の薬理作用、機序、有
害作用、主な臨床応用を説明できる。

（7）心不全
2）心不全の治療法を説明できる。
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OIE: Competencies of Day 1 graduates
１．Specific Competency
１）疫学：
・疫学の応用，情報入手，利用能力，サンプル収集，疫学調査など
の能力

２）越境性動物疾病（TADs：高病原性鳥インフルエンザ、牛疫、
豚コレラ、口蹄疫など）
・病原体特定，情報入手，サンプル収集能力，規制要件の理解

３）人獣共通感染症（食品由来疾病を含む）
・病原体特定，情報入手，サンプル収集能力，規制要件の理解

４）新興・再興感染症
・新興と再興の理解，届出，再発防止，情報入手
５）疾病予防・管理プログラム（移動の規制、ワクチン接種、治療

など）
・監視，事態対応，各種プログラム，予防管理
６）食品衛生
・安全対策，検査，One Healthの理解
７）動物用医薬品
・適切使用，休薬期間，抗菌剤，耐性菌
８）動物福祉
・責任，是正措置，人道的手法
９）獣医関連法と倫理
・規制と規則，業務遂行，リーダーシップ
10）基本的認証手続き
・個体と群管理，検査と監視，診断書作成

11）コミュニケーション能力
・情報伝達，同僚との意思疎通

2．Advanced Competency
１）獣医療組織：
・獣医療提供，組織体制構築，国際交流，民間と公共部門，情報入
手

２）査定・認証手続き：
・輸出入暗線税評価プロセス，剖検・食品検査プロセス，診断書
作成

３）伝染性疾病管理
・サンプル管理，追跡調査，広域調査，移動規制，遺体処理，汚
染リスクと検疫

４）食品衛生
・残留試験プログラム，トレーサビリティ，職員の安全性確保
５）リスク分析
・リスク評価とリスク分析，分析の利用，最新情報の入手，リスク
の伝達

６）研究
・橋渡し研究，学際的研究，仮説の検証
７）国際貿易の枠組み
・WTO，SPS協定，CAC，国際規制，認証プロセス
８）運営管理
・運営と管理，効果的コミュニケーション，最新情報の入手，公用
語の習熟
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EAEVE：List of subjects and Day One Competences
Introduction
A. 獣医師になるための学習プログラムは以下の教科を含み、以下
の Day One Competences を獲得できるようにしなければならな
い。
B. 技能の構想は知識と技術、態度を統合したものである。技能に
は技術の獲得だけでなく、関連知識の応用や学習した事柄を様々な
環境へ応用できる自信と能力の獲得が求められる。
C. “Day One Competences”は必要最低限の標準であり、開業医
や衛生学者、科学者、獣医師国家公務員、動物福祉司、指定獣医師
等様々な役割が求められる専門職の獣医師としての出発点である。
卒業後に新卒生がどの分野へ進もうとも専門的な能力の向上が求め
られ、いくつかの役職には卒後トレーニングやEBVSやPhD等の更
なる正式な資格が求められる。
D. Day One Competenceを獲得した新卒生は、より経験豊富な同
業者から指示を得た方が良い場合以外に、自力で獣医専門職の初歩
レベルの仕事や任務を適切にこなし、十分に自信を持って応急処置
を行う能力が求められる。新卒生は、いくつかの手術を行う機会は
多い方が良い。先輩や上司からの支援や指示もあると良い。
E. 獣医学教育機関は責任を持って学生のDay One Competenceを
向上させ、学生が卒業するまでにこの技能を獲得することを保証し
なければならない。獣医専門的な技能訓練のためには学外での教育
機会も与えられ、学生はそこでも応用的な技能訓練ができるように
援助される。
F. Day One Competenceは以下の EU 指令や獣医専門資格に関連
する規則と提言の同意の下に決定される。

1．Day 1 competences
1.1 患者や依頼者、社会、環境に関する獣医師の倫理的・法的責任を
理解する。

⇩
1.7 獣医師が働く経営状況や感情を理解する。

⇩
1.18 適切な医療計画を立て、利用できる資源を考慮して患者のために
治療を施す。

⇩
1.29 無菌手術を正確に行う。

⇩
1.31 痛みを分析し、管理する。

⇩
1.33 系統的、全般的な死後解剖を行い、観察した事柄を記録し、組織
標本を作製、保管、運搬する。

⇩
1.35 産業動物の死後解剖を含む食品と餌の検査と食品技術の分野の検
査を行う。

2．Underpinning knowledge and understanding
効果的に専門的業務を行うために生物や動物科学、社会科学、動物産業に関連
する法律の基礎的知識と理解が必要
2.2 獣医科学の基礎研究と応用研究の方法と貢献

⇩
2.5 全ての一般家畜種に起こる一般的な病気や障害の病因や発病、臨床徴候、
診断、治療

⇩
2.12 動物福祉に関連する専門倫理の決断に重要な倫理的理論等の獣医師が考
慮すべき倫理的枠組み。
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AVMA：Outcomes Assessment
獣医学部学位プログラムの成果は、計測、分析、およびプログラム改善のために考慮されなければならない。新卒者は、卒業時に、自立して一
次診療を提供するための基本的な科学的知識、技能、価値観を有していなければならない。学生の成績は、成果評価に反映されなければならな
い。9つのコンピテンシーのうち1つ以上の能力を実証していない学生を救済するためのプロセスが確立されていなければならない。

獣医学教育機関は、教育プログラムのコンピテンシーと学習目標が、関連する初級レベルのコンピテンシーにつながることを確認するために、
最近の卒業生の成果データを収集するシステムを導入しなければならない。

大学は、学生が以下のコンピテンシーを達成したかどうか、評価の正確性を保証するために、文書化とともに観察し、形成的・総括的に評価す
る体制を備えていなければならない :

1. 包括的に患者を診断（問題解決）する能力、診断用検査の適切な実施、および記録管理。

2. 適切な患者紹介を含む包括的な治療計画の立案

3. 麻酔と疼痛管理、患者の福祉

4. 基本的な手術手技と症例管理

5. 基本的な医学のスキルおよび症例の管理

6. 救急・集中治療症例の管理

7. 健康増進、バイオセキュリティ、動物由来感染症を含む疾病の予防と管理、食品安全の原理の理解

8. 倫理的かつ専門的な行動；クライアントの多様性と個々の状況が患者のヘルスケアにどのような影響を与えうるかについての理解するための
コミュニケーションスキルを含む

9. 獣医学に関連する新しい情報および研究結果の批判的分析
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RVC：Day One Skills



発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場 20220906獣医学教育改革シンポ

• 獣医学教育改革の歴史と獣医学コアカリの策定

• 獣医学コアカリの位置づけ

• 他教育分野と獣医学コアカリの違い

• 海外でのコアカリ・Day One Competencies

• 今後の獣医学コアカリの方向性



発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場 20220906獣医学教育改革シンポ

現在の獣医学教育モデル･コア･カリキュラム

講義科目 ５１
実習科目 １９
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統合型獣医学教育モデル・コア・カリキュラムの検討



発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場

• 現行コアカリの長所・短所
• 統合型コアカリの長所・短所
• 現行コアカリを基盤に構築されてい
る獣医学教育体制を考える必要性

• 継続的な獣医学教育改善の必要性

20220906獣医学教育改革シンポ

現行コアカリと統合型コアカリの関係

関係性



発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場 20220906獣医学教育改革シンポ

• 獣医学教育改革の歴史と獣医学コアカリの策定
獣医学教育改善を常に行ってきた。

• 獣医学コアカリの位置づけ
共用試験、共通教科書、教育評価等の基盤

• 他教育分野と獣医学コアカリの違い
医歯学は包括的、獣医学は科目単位

• 海外でのコアカリ・Day One Competencies
D1Cを基準に大きな括りとして構成

• 今後の獣医学コアカリの方向性
科目単位・包括的コアカリの関係と方向性を検討

◯日本獣医学会：
獣医学教育改革委員会

◯全国協議会：
獣医学教育改善検討委員会

◯日本獣医師会

◯AAVS（アジア獣医科大学協議会）
◯FAVA（アジア獣医師会連合）

Joint Education Committee
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